
調査研究事業D

「海洋秩序構築の多面的展開
――海洋「世論」の創成と拡大に向けて」

困難なテーマに取り組む調査・研究会活動、日本の政策サークルを底上げする実施体制

中国の積極的な海洋進出など、既存の海洋秩序の動揺に対して国際社会
が有効に対処しきれていない中、従来のいわゆる「国際法アプローチ」に
加え、「沿岸国の能力構築支援」、「海洋経済連携」、「海洋グローバル
・イシューへの取組」などの新たな切り口から、国際的な海洋「世論」の
醸成に向けたわが国及び国際社会全体にとって望ましい海洋空間創出の糸
口を探り、そのための方策を取りまとめている。

主要な研究者
合計10名

（うち若手6名、女性3名、首都圏以外の在住者5名）
60％ 30%                                                       50%

日本国際フォーラム

その目的を達するために、海洋国際法、海洋環境、海洋開発など海洋の
専門家、国際政治、中国政治など、幅広い専門家によるチーム編成した。

特に、将来を有望視される選りすぐりの若手・中堅専門家も名を連ねる。
これらメンバーが各種の研究会合、海外シンクタンと共催のセミナーにおけ
る積極的な登壇・報告、さらに論考執筆などを行い、日本の政策サークルの
裾野を拡大し、日本の主張の世界への積極的発信と国際世論形成への参画も
強化する。



諸外国シンクタンク・有識者との関係強化と
日本の主張の世界への発信 ★多彩な世界各国の主要シンクタンク・

有識者との共同研究・研究交流を実施★
主な共催セミナー・シンポジウム

日本国際フォーラム

2020年3月26日
国際シンポジウム
「海は誰ものか！
循環型海洋秩序の
形成と発展」

共催：
タイ・シーナカリン
ウィロート大学、
フィリピン大学・
アジアセンター
（写真左）

2021年3月19日
日中対話（国際セミナー、写真下）
「日中海洋問題の出口を探る」
共催：上海時代経済発展研究院上海海洋フォーラム



日本の外交・安全保障問題に関する理解増進

事業の目的を端的に説明し、以降「メンバー構成」、
「コメンタリー」、「活動日誌」、「報告」、「動画配
信」、「出版案内」、「政策提言」などの項目に分けて
事業成果をHPに掲載し対外発信。（写真中央下）

オンタイム、あ
るいは録画で研
究会合、セミナ
ー、シンポジウ
ムの模様を
YouTubeにて積
極的に配信。

【充実した特設ページ
による情報発信】

当フォーラムの日英ウェ
ブサイトに特設ページを
開設。（写真左下）

分科会の紹介、
テーマに関する
最新の国際情勢
を開設した対談
動画のYouTube

での公開。
（写真右下）

日本国際フォーラム


